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1. はじめに 
希土類系高温超伝導線材（REBCO 線材）の機器応
用に際しては，局所特性低下部の発熱集中による焼損

事故も懸念されることから，空間均一性の確保が重要

な課題となっている。一般的には，四端子法や

TAPESTARTM によって臨界電流（Ic）の長手方向分布

を評価し，その標準偏差等を均一性の指標とすること

が多い。一方，このような議論では，空間スケールの

情報が欠如することになり，線材固有の空間均一性の

様相を十分に把握して，線材作製プロセスにフィード

バックすることが困難となる。そこで本研究では，局

所 Icの長手方向分布の空間周波数解析を行うことによ

り，プロセスに依存する線材の空間均一性を評価した。 

2. 局所 Icの長手方向分布の空間周波数解析 
評価対象とした試料は，(a)MOD線材，(b)商用 PLD

線材，(c)試作 PLD線材である。いずれも IBAD基板を
用いたものであり，5 mm 幅の線材である。既に報告
しているRTR-SHPMによって長手方向に830ミクロン
の分解能で局所 Ic分布を評価し，空間周波数解析を行

った。その結果を Fig. 1に示す。同図は，それぞれの
線材において，どの空間周波数（）成分のばらつき
が大きいかを示すものである。例えば，(a)の線材では
 = 2 m-1や = 50 m-1付近にピークが見られ，(b)の線材
では = 7 m-1付近に若干広いピークが見られる。一方，

(c)の線材に関しては顕著なピークは見られずに，全体

的に値が低くなっていることがわかる。実際に，この

分解能で評価した局所 Ic分布の標準偏差は，(a)8.3%，
(b)3.4%，(c)2.4%の順で低いことがわかっており，これ
により，どの空間周波数の成分が局所 Icのばらつきに

影響しているかを明らかとすることができた。 

3. 局所 Jcの面内分布との対応 
RTR-SHPMでは，線材中の磁化電流を可視化するこ
とにより，局所 Jcの面内分布も評価することが可能と

なっている。Fig. 2 にその結果を示す。(a)の線材に関
しては，上述のピークはそれぞれ 0.5 m周期と 20 mm
周期に対応するが，線材幅方向端部の特性低下がそれ

に対応していることがわかった。また，(b)の線材に関
しては，上述のピークは 150 mm周期に対応するが，
下半分のみに周期的な特性低下部が見られており，そ

れが要因であることがわかった。一方，(c)の線材に関
しては，面内で高均一な特性が得られていることもわ

かった。このように，単純に Ic分布の均一性を標準偏

差のみで議論するのではなく，空間周波数成分に着目

することで，プロセスごとに特徴のあるばらつきの要

因を把握することができた。 
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Fig. 1. Normalized power spectrum for longitudinal distribution of local critical current characterized by RTR-SHPM. 

 

Fig. 2. In-plane distribution of local critical current density in 10-m-long pieces of coated conductors (CCs): 
(a) MOD CC, (b) commercial PLD CC, and (c) R&D PLD CC. 
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